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管理運営業務仕様書  

 
 この仕様書は、周南市大田原自然の家（以下「自然の家」という。）に関して、周南市大田原自然の

家条例（平成１５年周南市条例第１１３号。以下「条例」という。）及び周南市大田原自然の家条例施

行規則（平成１５年周南市教育委員会規則第３５号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、指

定管理者が行う業務の詳細について定める。 

 
１ 自然の家の運営に関する業務  
 ⑴ 基本的事項 
  ① 休所日 

   原則として、自然の家の休所日は次のとおりとする。ただし、指定管理者は、必要があると

認めるときは、周南市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の承認を得て、休所日を臨時

に変更し、又は臨時に休所日を定めることができる。 
ア 月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日に当たる

ときは、その翌日以降の日で当該休日に最も近い休日でない日） 
イ １２月２９日から翌年１月３日まで 

  ② 使用時間 
    原則として、自然の家の使用時間は次のとおりとする。ただし、指定管理者は、必要がある

と認めるときは、教育委員会の承認を得て、使用時間を変更することができる。 
ア １日使用の場合 午前９時から午後５時まで 
イ 宿泊使用の場合 午前９時から退所日の午後４時まで 

  ③ 使用形態 
   ア 適正な活動内容を持ち、指導者の引率する以下の団体 

ａ 周南市内の学校等の教育機関 
ｂ 周南市内に所在する社会教育関係団体 
ｃ その他教育委員会が認めたもの 

イ その他の使用（以下「一般使用」という。） 
学校及び団体等による使用がない場合においては施設の設置目的に沿った有効利用を図る

ため、市民等に一般開放し、使用に供する。 

 
 ⑵ 施設使用の調整、受付及び許可に関する事項 

 ① 条例及び規則等に基づいて、指定管理者が行うこととされる使用の許可等（使用の取消し及

び停止を含む。）についての業務を行う。 
  ② 指定管理者は、使用の許可等を行うに当たっては、周南市行政手続条例（平成１５年周南市

条例第１１号。以下「行政手続条例」という。）を遵守しなければならない。 
  ③ 指定管理者は、管理運営業務を開始する日までに、管理運営業務を実施するために必要な行

政手続条例第５条に規定する審査基準、同条例第６条に規定する標準処理期間及び同条例第１

２条第 1 項に規定する処分基準を定めて公にしておくとともに、これらを教育委員会に届け出

なければならない。 
 ④ 受付業務 

午前８時３０分から午後５時１５分まで問い合わせ等の受付を行う。 
 ⑤ 学校による優先使用 

前年度の２月までに周南市内の小・中学校の要望を把握し、優先使用日を決定する。 
 ⑥ 学校による優先使用以外の使用 

指定管理者の主催事業実施日の決定後、管理運営に支障がない範囲で一般使用を受け付ける。 
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 ⑶ 使用料の収納に関する業務（徴収事務の委託） 

地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１５８条第１項の規定に基づき、施設の使用

料（以下「使用料」という。）の徴収事務については、指定管理者に委託することとする。つい

ては、周南市会計事務規則（平成１５年周南市規則第４３号）第２６条の規定に基づき、事務の

受託に伴って以下の事柄が必要となる。 
① 使用料の納付を受けたときは、これを領収し、領収印を押した領収証書、金銭登録器により

印字した領収証書その他所定の領収証書を作成して納入義務者に交付すること。 
② 納付を受けた使用料は、周南市会計事務規則に規定する現金払込書兼領収書を添え、使用料

を収受した日又はその翌日までに、指定金融機関又は収納代理金融機関に払い込むこと。ただ

し、当該日が金融機関休業日であるときは、当該施設及び金融機関の直近の営業日に払い込む

こと。なお、周南市（以下「市」という。）を通じてあらかじめ会計管理者の承認を得たとき

は、この限りではない。 
③ 使用料は、払い込みをするまでの間、市の承認を得た堅牢な保管場所に保管し、適切に管理

すること。 
④ 収納事務に使用する印鑑は、市にあらかじめ届出て、承認を得ること。 

 
 ⑷ 使用料以外の収納に関する業務 

主催事業等の実施事業に係る参加費の収納 
主催事業及び体験事業のプログラムの実施に係る経費等で、指定管理者が施設使用者（以下「使

用者」という。）にサービスを提供するものについて、指定管理者は教育委員会の承認を得て、利

用に係る必要な料金を設定し、収納することができる。 

 
 ⑸ その他 
  ① 急病・緊急時の対応 

ア 使用者の急病やけがに対応できるよう、近隣の医療機関等と連携し、緊急時は的確な対応

を行うこと。 
イ 施設内で起こったけが等については速やかに応急措置を行うこと。 
ウ 主催事業や自然の家の瑕疵に起因する場合、あるいは重傷事故の場合は、応急措置及び病

院搬送後、速やかに教育委員会に連絡すること。時間外や休業日の場合は、緊急連絡網で確

実に連絡すること。 
エ 事故報告書を作成し、教育委員会へ報告すること。 

  ② 遺失物の処理、保管 
施設内で遺失物・拾得物を発見した場合は、拾得物保管表に記入し、適正に保管処理すること。 

 
２ 自然の家の施設及び設備の維持管理に関する業務  【別記２ 参照】 
 ⑴ 建築物保守管理業務 

① 指定管理者は、使用者の安全確保及び適切な管理運営のため、施設の定期的な点検を実施し、

破損箇所は速やかに修理するものとする。 
② 小修繕が必要な場合は、修繕料を負担して修繕を行うこと。 
③ 日常的な施設の維持管理に係る施設等修繕料は、別に示す額とする。この額について、当該

年度の実績が下回った場合、指定管理者はその差額を事業年度末に返納し、上回る場合は、事

前に教育委員会と協議するものとする。 

 
 ⑵ 設備機器等保守管理業務 

・ 指定管理者は使用者の安全確保及び快適な施設の利用環境を提供するため、施設内の設備の
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機能を適正に維持する。 
・ 業務に当たっては、確実性、安全性、及び経済性に配慮し、正常に機能しないことが判明し

た場合は、適切な方法により対応するとともに、教育委員会へ報告する。  
  ① 報告等 
   ア 設備管理日誌、設備運転日誌、点検結果記録表等の報告書を作成し、保存する。 
   イ 関係官公庁等への諸届業務 

ウ 法定点検業務の結果報告等 
  ② 保全点検整備業務 
   ア 各設備機器に対して定期的な点検、小修繕、周期的な消耗品等の取替え及び清掃を行う。 

イ 自然の家の野外体験施設やコースの調査及び体験活動に使用する機材の点検を行う。 
   ウ 点検及び正常に機能しない場合の対応等について適切に記録を残すこと。 
   エ 消耗品の更新については、指定管理者の負担により行うこととする。 

オ 施設内の衛生の維持及び向上に努めるとともに、法令に義務付けのある設備の管理及び清

掃を行う。 
カ 給水施設の残留塩素の検査、薬剤添加、ポンプ及びろ過装置の点検管理、水源の点検整備

を行う。 

 
 ⑶ 清掃業務 

指定管理者は、宿舎、ログハウス、浴室、事務室、便所等の施設及び敷地内を良好な環境衛生

に保ち、施設としての安全かつ快適な環境を保つため、日常及び定期的な清掃を実施する。 
① 宿舎等の整理整頓等 

ア シーツ・枕カバー等の使用者に提供する寝具等を清潔に保つように努めること。 
イ 宿泊施設及び同施設の備品等の整理整頓、清掃、洗浄、消耗品類等の補充を行うこと。 

  ② 清掃回数等 
指定管理者が使用者の使用頻度に応じて、適切に設定すること。 

 
⑷ 保健衛生管理業務 

  ① ネズミ、昆虫等防除業務 
  ② 殺虫予防業務 
  ③ 飲料水の水質検査 
  ④ 排水の管理業務 

 浴室、便所等の水周りについては留意すること。 

 
 ⑸ 植栽管理業務 

① 敷地内の植栽の管理 
② 立ち木の剪定、倒木の伐採・除去 
③ 施設周辺の除草・草刈 

 
⑹ 実習農園等管理業務 

① 水田、野菜農園及び果樹園の管理 
体験プログラムの実施に必要となる、水稲、野菜、雑穀及び果樹の栽培管理を行う。 

② 養殖池の管理 
  体験プログラムの実施に必要となる、養殖池を管理する。 

 
 ⑺ 敷地内工作物維持管理業務 
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 通路、水路、側溝、屋外炊事場、遊具、斜面等の清掃及び維持管理を行う。 

  
⑻ 備品管理業務 

備品については、施設の運営に支障をきたさないように点検・修理を行うとともに、不備が発

生した場合は速やかに教育委員会に連絡する。 

 
 ⑼ 防災等の安全対策業務 

① 防災、防火、防犯に迅速に対応するため、自衛組織を編成し訓練を実施し、対応マニュアル

を作成し、職員に周知する。 
② 緊急時の連絡体制を整備する。 

 
３ 自然の家の設置目的の達成のために必要な業務  
 ⑴ 主催事業の実施に関する業務 

指定管理者が使用者に対し実施する体験プログラム等は、現在実施されている事業の水準と同

程度以上の内容とし、適切かつ必要な指導や助言、使用者への支援を行う。 
  ① 集団宿泊体験活動の実施 
  ② 自然の家周辺の地区の自然を活用した体験活動事業の実施 
  ③ 自然の家の施設を活用した食育・食農に関連した事業の実施 
  ④ 野外活動及び体験活動等における青少年健全育成の指導者や青少年のボランティアの育成 

 ア 事業ボランティアの発掘と連携 
 イ 青年ボランティアの育成及び活動支援 
 ウ 施設ボランティアの活用 

 ⑤ 主な主催事業の内容 【別記３ 参照】                   

 
 ⑵ 体験プログラム及び活動支援プログラムの提供及び指導に関する業務 

① 使用者への体験プログラム等の提供と指導 
施設で利用される体験プログラム等の指導は次により行い、施設の使用に当たって、使用者

が円滑に体験活動等を行うことができるよう、オリエンテーション及び指導者・引率者へのミ

ーティングを実施する。 
ア 引率者による指導 

資料等を事前に引率者に渡し、プログラム内容を協議して、引率者が指導し、指定管理者

は引率者の補助及び支援を行う。 
イ 指定管理者による指導 

専門的指導が必要なプログラムで職員が指導 
② 主な体験プログラム等の内容 
  指定管理者が使用者に対し提供する体験プログラム等は、令和４年度において実施されてい

る事業の水準と同程度以上の内容とし、適切かつ必要な指導や助言、使用者への支援を行う。 

【別記４ 参照】 

 
⑶ 食事提供に関する業務 
  使用者に対して、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）その他関連法令を遵守し、安全・

衛生に細心の注意を払い食事を提供する。 
  ① 使用者への食事の提供 
  ② 野外炊事活動用の食材の調達、提供 
  ③ 食育、食農活動の体験プログラム等として、自然の家で収穫した農産物を生かしたメニュー 
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の開発及び提供 

 
 ⑷ 備品等の貸出しに関する業務 
   指定管理者は、使用者の活動の便宜を図るために、自然の家の備品及び用具等を必要に応じて

貸し出す。 
 

⑸ 情報収集、提供及び発信に関する業務 
① 機関紙の発行及びホームページの運営 

事業の実施予定及び結果について情報発信する。   
  ② 使用者の開拓 
   ア 周南市内の就学前教育・保育施設及び小、中学校に対し、自然の家の事業について積極的

にＰＲ活動をする。 
   イ 青少年団体への利用促進等 
  ③ 施設周辺の情報収集 

使用者が安全に体験活動を行うため、自然の家周辺の情報収集に努め、情報を使用者へ提供

する。 

 
 ⑹ 体験プログラム等の充実及び研究開発に関する業務 

施設の設置目的を達成するために必要な体験プログラム等の改良や研究・開発を行う。 

 
４ その他業務  
 ⑴ 物品販売に関すること 
   あらかじめ教育委員会の承認を得て、自然の家の敷地内において、自然の家で体験活動の一環

として生産した農産物等を販売することができる。 

 
 ⑵ 災害時の対応について周南市及び教育委員会との連携に関すること 
   地震、台風、その他の災害が発生し、自然の家を地域住民の避難場所及び救援物資の保管場所

等に使用する必要があると市及び教育委員会が判断した時は、指定管理者はこれに協力する。 

 
 ⑶ 立ち入り検査に関すること 
   市及び教育委員会は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等及び管理運営の実施について検査

を行う。指定管理者は合理的な理由なく、これを拒否することができない。 
 

⑷ 職員研修に関すること 
・ 社会教育施設であることを考慮し、使用者の要望に迅速に対応できるように、使用者への接

遇、集団宿泊訓練及び野外活動等の指導技術の向上に努めるため、職員研修を充実させる。 
・ 指定管理者は業務内容の改善のため、職員の意思疎通を図り、業務に従事する職員で構成す

る検討会などで、日常的に施設運営上の問題点の発見、解消に努める。 
 

⑸ 事業報告書の提出に関すること 
  指定管理者は下記の事業報告書を教育委員会へ提出する。 

  ① 月次事業報告書 
毎月終了後１０日以内に、その月の管理運営業務に関する事業報告書を提出する。 

   ・ 使用実績（受入事業の使用者数・使用団体数、主催及び自主事業の内容及び参加者数、使

用料収入等） 
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  ② 年間事業報告書 
年度終了後６０日以内（指定管理者の指定を取り消されたときは、その取り消された日から

起算して６０日以内）に、その年度の管理運営業務に関する事業報告書を提出する。 
   ・ 使用実績（受入事業の使用者数・使用団体数、主催及び自主事業の内容及び参加者数、使

用料収入等） 
   ・ 管理運営業務実施状況 
   ・ 使用実績分析報告 
   ・ 収支計算書 
   ・ 自己評価 

 

⑹ 自己評価に関すること 
  使用者に対して利用者満足度調査等を実施し、その結果をもとに施設の管理運営に対する自己

評価を行い、業務改善への反映状況等の結果を事業報告書にまとめて教育委員会へ提出する。 
 

⑺ 関係機関との連絡調整に関すること 
  ① 周南市大田原自然の家運営協議会（条例第１７条により設置） 
    会議に出席し、運営方針、使用促進等について報告する。 

② 地元コミュニティ組織等の関係 
中須をよりよくする会（コミュニティ組織）、大田原自然の家後援会等、自然の家周辺の地域

の各団体との良好な関係の構築に努める。 

 
⑻ 指定期間終了時の業務引継ぎに関すること 

指定管理期間終了時に引継書を作成し、次期指定管理者が業務を円滑に支障なく遂行できるよ

うに、引継ぎを行う。 

 
 ⑼ インボイスの発行に関すること 
   市と協議の上、使用者から求められた場合は、適格請求書（インボイス）の発行を行える体制

を整えること 

 
 ⑽ 自然の家の移転に関すること 
   休校中の中須中学校を活用した移転が円滑に行えるよう市と協議、調整すること 

 
５ 留意事項  
 ⑴ 職員配置 
   社会教育施設であることから、児童生徒の使用が多く、その安全確保及び緊急時の対応に万全

を期すため、全職員（嘱託及び臨時職員含む。）の勤務形態等については、次の条件を満たすとと

もに、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）その

他労働関係法令を遵守し、管理運営に支障のないように職員の配置を行う。 
  ① 施設の管理運営責任者を１名、責任者を代理するもの１名を専属配置する。 

② 通常の勤務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までであることから、使用の状況に

より、早出、遅出、宿直等の就業形態を調整する。 

  
 ⑵ 指定管理業務に係る会計 

   経理規程等により事務の体制や手続きのルール等を定め、指定管理業務において当該経理規程 

等に従い適正な経理事務を行うこと。また、独立した会計帳簿の作成などにより、指定管理業務 
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に係る会計と他の会計を容易に区別できるよう取り計らうこと。 

 
 ⑶ その他 

 ① 協議 
指定管理者は、この仕様書に規定するほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義

が生じた場合は、教育委員会と協議し決定する。 

   
② リスク分担表 【別記５ 参照】 

  ③ 個人情報取扱特記事項 【別記６ 参照】 
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別記２ 

管理施設 

  

建物（行政財産）                                （令和５年１２月１日現在） 

所 在 地 
構  造 [宿泊定員] 

当該年度末 

延面積(㎡) 
用   途 建築年次 

大字 小字 地番 

中須北 六反田 3194 木造（宿泊室 4室）[80人] 395.00 宿泊棟  昭和27年3月 

中須北 六反田 3194 木造 168.00 屋内運動場（1F 134㎡・2F 34㎡) 昭和38年12月 

中須北 六反田 3194 木造 93.00 事務所棟 昭和30年9月 

中須北 六反田 3194 コンクリートブロック造 40.68 便所・洗面所 昭和57年3月 

中須北 六反田 3194 コンクリート造 19.37 ボイラー室 昭和58年3月 

中須北 六反田 3194 木造 20.16 便所（多目的） 平成7年3月 

中須北 六反田 3194-1 鉄骨造 65.39 旧指導者宿舎 昭和57年12月 

中須北 六反田 3199-5 木造 20.81 木工作業所 平成7年3月 

中須北 六反田 3202-2 木造 15.21 風呂（木桶風呂） 平成4年3月 

中須北 六反田 3202-2 木造 28.87 風呂（釜風呂） 平成5年3月 

中須北 六反田 3202-2 木造 12.15 風呂（五右衛門風呂） 平成6年3月 

中須北 六反田 3203 木造（丸太作り）[7人] 34.70 宿泊棟（きつつき山荘） 平成2年3月 

中須北 六反田 3203 鉄骨造（丸太作り）[12人] 48.50 宿泊棟（ひよどり山荘） 平成3年7月 

中須北 六反田 3203 木造（丸太作り）[11人] 36.48 宿泊棟（うぐいす山荘） 平成4年3月 

中須北 六反田 3204-1 木造（丸太作り）[25人] 108.93 宿泊棟（洗心閣） 平成3年3月 

中須北 六反田 3204-1 木造（丸太作り）[16人] 68.53 宿泊棟（ほおじろ山荘） 平成5年3月 

中須北 六反田 3204-1 木造 11.04 便所 平成7年3月 

合     計 1,186.82  

（その他倉庫等あり） 

 

土地（行政財産）                                （令和５年１２月１日現在） 

所 在 地 
登記地目 登記地積(㎡) 用   途 備 考 

大字 小字 地番 

中須北 屋敷の前 11668-2 山林 211.00 大田原自然の家用地  

中須北 寺田 11669-1 山林 1,388.00 大田原自然の家用地  

中須北 寺田 11669-2 山林 142.00 大田原自然の家用地  

中須北 寺田 11670 山林 165.00 大田原自然の家用地  

中須北 大向 11671 山林 1,041.00 大田原自然の家用地  

中須北 清水ヶ益 11672 山林 1,190.00 大田原自然の家用地  

中須北 丑の森 11675 山林 1,580.00 大田原自然の家用地  

中須北 丑の森 11675第1 山林 495.00 大田原自然の家用地  

中須北 宮の下 3093 山林 426.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3193-2 原野 23.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3194 学校用地 3,860.09 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3194-1 宅地 314.20 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3202-1 田（現況原野） 833.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3205 原野 178.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3206 原野 323.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3207 山林 899.00 大田原自然の家用地  

合     計 13,068.29  
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土地（借地）                                  （令和５年１２月１日現在） 

所 在 地 
登記地目 

登記地積

(㎡) 

うち借地 

地積(㎡) 
用   途 備 考 

大字 小字 地番 

中須北 高野ヶ迫 11515 山林 3,828.00 1,040.00 大田原自然の家用地 一部 

中須北 六反田 3191-4 田 1,454.00 1,454.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3195 畑 211.00 211.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3199-3 宅地 224.79 224.79 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3199-6 田 158.00 158.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3201 田 1,566.00 1,566.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3202-2 田 300.00 300.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3203 宅地 608.26 608.26 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3204-1 畑 363.00 363.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3204第1 畑 723.00 723.00 大田原自然の家用地  

中須北 六反田 3204-2 畑 297.00 297.00 大田原自然の家用地  

中須北 乳郷羅 3211-1 田 1719.00 878.00 大田原自然の家用地 一部 

中須北 地主 3243-1 宅地 870.14 550.00 大田原自然の家用地 一部 

合     計 8,373.05  
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令和５年度大田原自然の家主催事業実施予定表（案）

事　業　名 期日　期間 対象及び募集人員 内　　容

【子ども対象事業】

春のわんぱく村①　② 5/4.5/5
小学１年生〜６年生

各30名
春の自然とふれあおう。山菜手作りピザ、ネイチャークラフト等。

子どもカヌー体験　①～⑥ 8/5.8/6
小学３年生〜中学生

各回8名
初心者向けのカヌー体験

ワイルドに行こうぜ！
夏の子ども村

8/9～10
小学３年生〜５年生

30名

中学年対象。山から切り出した竹での食器作り、火を起こして魚を焼
く、川遊び、キャンプファイヤー等をワイルドに楽しもう！就寝は個
別テントを使用

のびのびいきいき
　　　　　　自然児キャンプ

8/13～19
小学５年生〜中学生

12名

菅野湖の雄大な自然を舞台に人と自然と火にじっくり向き合う長期
キャンプ。（カヌーの旅、たき火での料理、魚つり等）。就寝は個別
テントを使用

夏のわんぱく村 8/22～25
小学3年生〜６年生

30名
山口大学トムソーヤーズの企画したキャンプを楽しもう！（野外料
理、川遊び、キャンプファイヤー等）。就寝は個別テントを使用

色いろ！味あぢ！秋の子ども村 11/18～19
小学１年生〜３年生

30名

探した秋の色を使ったクラフト、落ち葉で焼き芋など、色とおいしさ
いっぱいの山口学芸大学子どもの木の企画を組み込んだ低学年キャン
プ。

５０㎞を歩く学び・交流の旅 12/23～25
小学４年生〜中学生

20名
学び・交流プラザを出発し、八代のツルの飛来地まで、周南市の山間
部を中心とした初めて出会う仲間との歩き旅。

冬のわんぱく村 1/6～8
小学１年生〜６年生

30名
大田原自然の家カウンセラーキューピーズの企画したキャンプを楽し
もう！（野外料理、冬を楽しむプログラム等）。

忍ニン！修行でござる！

　　　　　　　東風
 コ　チ

の子ども村
2/23～25

小学４年生〜６年生
30名

木の葉がくれの術や火起こしの術、ひも結びの術、仲間や自然の気持
ちを考える修行をクリアして、里山の忍者を目指す高学年キャンプ。

たき火deエンジョイ！
　　　　　　　春の子ども村

3/23～24
小学４年生〜中学生

10名

里山の恵みの木や竹を使ってとことんキャンプを楽しもう。薪ひろい
をして、たき火で食事つくり。竹でスタードームを作って宿泊など、
焚き火大好きな高学年から中学生までのキャンプ。

【家族対象事業】

大地を耕し作物を
つくる家族のつどい
　（7回シリーズ）

4/16.5/21.7/9.
9/3.10/1.

10/22.11/26

５歳～中学生の子どもを含む家族
10家族

家族農園で有機無農薬の野菜作り、田植え・稲刈り、野外炊事等の食
育体験や四季の自然を体験しよう。

畑にあつまれ！育てて食べよう
　（5回シリーズ）

6/10.7/8.9/23.
10/28.11/25

３歳～中学生の子どもを含む家族
10家族

大豆と小麦を種まきから収穫、食べるまでを体験しよう。とれたもの
でパンや豆腐、みそなどを作ってみよう！

おおたばらどろんこむら
　（4回シリーズ）

5/14.9/2.
10/29.12/3

3歳〜就学前の幼児の子どもを含む家
族

10家族

田んぼでのどろんこ遊び、魚のつかみ取りやいも掘り、いもづるリー
ス作り等、四季を通じて自然の中での遊びを楽しもう。

キャンプはじめのだい一歩 4/22～23
３歳〜小学生の子どもを含む家族

6家族
テント設営からたき火までキャンプを楽しむノウハウを学んで、キャ
ンプデビューしよう。

手作りザオとシカケdeさかなつり 5/13
小学３年生〜６年生の子どもを

含む家族　5家族
竹ざおと自分で作ったシカケを使って小川で魚釣り。

米こめ田植え大作戦 5/20
４歳～中学生の子どもを含む家族

10家族
里山の田んぼで昔ながらの田植えにチャレンジ！かしわ餅も作るよ！

ねんどであそぼう！ 6/11.7/15(釉薬)
３歳～中学生の子どもを含む家族

10家族
粘土をこねて、世界に二つとないステキな陶芸作品にチャレンジ。

Familyでたなばた 7/2
３歳〜小学生の子どもを含む家族

10家族
山口県立大学ファミリー手作りの紙芝居や、七夕にちなんだ食事やプ
ログラムを楽しもう。

親子木工教室 7/29
小～中学生の子どもを含む家族

10家族
親子の自由な発想で温もりのある木工にチャレンジ。夏休みの工作や
思い出作りを木の達人が支援するので安心。

ファミリーアドベンチャー

　　　カヌーツーリング
9/17.9/18

小学3年〜中学生とその保護者
各8ペア16名

手作りのカナディアンカヌーを漕いで菅野湖を日常とは違った視点で
ちょっとした冒険の旅に出かけよう。

米こめ稲刈り大作戦 9/30
４歳～中学生の子どもを含む家族

10家族
里山の田んぼで昔ながらの稲刈りにチャレンジ！もちつきもするよ。

秋の自然まるかじり 11/11
３歳～小学生の子どもを含む家族

10家族
野菜を収穫し、ダッチオーブンでおいしい料理を作って秋をまるかじ
りしよう。

自然となかよし☆ネイチャークリスマ
スリース作り

12/2
３歳～小学生の子どもを含む家族

10家族
自然の中で見つけたステキな素材を使ってリースを作ろう。

手作りコンニャク工房 12/10
３歳～小学生の子どもを含む家族

10家族
コンニャクイモからのこんにゃく作り体験。

手作りベーコン工房 2/4
３歳～小学生の子どもを含む家族

10家族
簡単だけどチップから手作りする本格的なベーコン作り体験。

手作りみそ工房 2/18
３歳～小学生の子どもを含む家族

10家族
家族で手作りのMｙ味噌作りに挑戦。

手作りピザ工房 ①6/17.②3/10
３歳～小学生の子どもを含む家族

各10家族
生地をこねて石窯でピザを焼こう。

あったか手打ちうどん工房 ①6/18.②3/3
３歳～小学生の子どもを含む家族

各10家族
小麦粉でうどんを打って心もからだもあったかになろう。

ファミリーたき火塾 未定（随時開催）
３歳～中学生の子どもを含む家族

5家族
たき火を楽しみたい家族のための日帰りキャンプ

【体験活動促進事業】
施設連携子ども体験事業 調整中 調整中 周南市の施設との連携・合同事業。

カヌーdeクリーン＆エコ大作戦！ 7/17.7/28
小学3年〜中学生とその保護者

10ペア20名
環境館合同事業。

ネイチャークラフト体験 未定 どなたでも 自然の素材を使って手作り体験。

【指導者・ボランティア養成事業】

学びの里シャトルファーム 年６回
大田原自然の家ジュニアカウンセラー

グループ「キユーピーズ」
中山間に定期的に足を運び、作物を育てる事で、食とふるさとを愛す
る心を育む

スキルアップセミナー 未定
野外教育活動に関心がある人

15名
キャンプに関わったカウンセラーによる事例発表や意見交換をとおし
てスキルアップ。

キャンプ指導者研修会
（社会教育施設連携事業）

9/23～24
野外教育活動や組織キャンプに
関心がある人　　　15名

キャンプ指導者としてキャンプの理論と実技を学べる研修会

キャンプインストラクター講習会 2月頃
キャンプインストラクターに
関心がある人　　　10名

日本キャンプ協会のキャンプインストラクターの資格取得に向けた講
習会

カウンセラーリーダー養成
　　　　　　　　　　冬バリューパック

2月頃
キャンプカウンセラー経験者

6名程度
キャンプカウンセラーのリーダー養成の為の体験学習法を取り入れた
バックパキングキャンプ。

ステップアップキャンプ 4/1～2
キャンプの指導者を志す
中学生と高校生20名

キャンプ技術、キャンプカウンセリングの手法、救急法、ゲーム指導
等。

ボランティア研修 随時
大田原自然の家にかかわる

ボランティア
AFPY、事前研修等。

【中山間地域ふれあい支援事業】

THE・棚田ふれあいキャンプ 10/7～10/9
棚田での交流活動に関心のある

中学生～青年　15名
中須の棚田で、農業体験やキャンプなど、人や自然と五感を通じてふ
れあうキャンプ。

別記３

10



野外炊事 野外で薪を焚いて料理をします。ハガマや大鍋、ダッチオーブン、鉄板、焼き網、焼き肉台の貸し出しもあります。

カートンドッグ
材料をパンにはさんでアルミホイルで包み、牛乳 パックに入れます。牛乳パックに火をつけ、燃えつ きたら出来上がりで
す。

うどん 生地をこねて、のばし、切って、茹でる体験をします。素材の風味が味わえるプログラムです。

ピザ 生地をこねて、切った具をトッピングし、石窯でピザを焼きあげます。

おやつ作り 柏もちやカップケーキなどのおやつを作ります。

豆腐 自家製大豆から豆乳を作り、ニガリで固める豆腐作りが体験できます。

こんにゃく 自家製コンニャク芋をすって作ります。

もちつき せいろでもち米を蒸し、石うすときねを使ってもちをつきます。

収穫体験 野外炊事やピザ作りの材料やブルーベリーなどの収穫を中心とした農作業体験ができます。

米作り 手作業での田植えや稲刈り、脱穀、もみすり等の体験ができます。

山菜採り 春の自然を観察し、自らの手で採ったものを料理に使って（天プラやピザなど）食べられます。

そうめん流し 竹の樋にそうめんを流していただきます。

落ち葉で焼き芋 落ち葉を集めて焼き芋を焼きます。

天体観察 日頃、見る機会の少ない満天の星を見ます。

キャンプファイアー 燃え盛る炎を囲んで、思い出に残る集いを行ないます。

キャンドルサービス ロウソクの灯りを囲んで、思い出に残る集いを行ないます。

ナイトハイク 夜の自然の中を歩きながら明かりのない世界を観察します。

ネイチャークラフト 小枝を使ったキーホルダーやアクセサリー、小物を作ります。ツルを使ってのリース（秋～冬）。わら細工等を行ないます。

焼きペン 焼きペンを使ってキーホルダー等にウッドバーニン グを行います。

焼き杉 杉板を焼いて、木目を活かした作品を作ります。

竹細工 野外炊事やそうめん流し用の食器、遊び道具などを刃物を使って作ります。

ストーンアート 形をいかして石にアクリル絵の具で描きます。

陶芸 自分の手でねんどをこねて小物やお茶碗、お皿など世界に一つだけの作品を作ります。

玉ねぎ染め 身近なものを使って布を染めることで、自然の色の持つ美しさやふしぎさにふれることができます。

たたき染めの下敷き 紙に葉っぱをのせ、金づちでたたいて染めます。メッセージなどを書いてラミネートします。

ウォークラリー コマ地図をたよりに自然の家の裏山をグループで課題を解決しながらゴールを目指します。

ハイキング 自然の家周辺の里山をゆっくりと歩きます。

昔の遊び 羽根つき、こま、竹けん、かっぽんがあります。

モルック 木のピンを倒して50点を目指します。自然の家の ヒノキ製です。

テントの設営、撤収 自然の中で寝るためのテントをはります。

川遊び 自然を満喫できます。奥には迫力満点の滝があります。

カヌー 菅野湖でカヌー体験ができます。

魚つり 簡単な仕掛けを使い小川で魚を釣ります。

仲間とのふれあいゲーム ゲーム等の活動を通じて緊張をほぐし、楽しみながら、相互援助や信頼感などよりよい生活を送るための学びを育みます。

ネイチャーゲーム 五感で自然を感じながら、自然への興味の扉を開きます。

おおたばらチャレンジランキング 羽根つきや竹けんの連続回数、大豆運び、木の板積み、食べ残し量などにチャレンジします。

動物とのふれあい ヤギ、ニワトリとふれあったり、えさやりなどのお世話も体験できます。

風呂焚き 自分たちで入るお風呂をわかす体験ができます。

里山体験 竹や木の伐採等の体験ができます。

オリジナルプログラム 利用者の目的に沿った活動を組み合わせたり、上記以外のプログラムを提案いたします。

出張指導・出前講座 市内の学校等へ充実した体験の機会を提供するために、出張指導・出前講座制度による学習支援を行います。

大田原自然の家体験プログラム（活動支援プログラム）

ク
ラ
フ
ト

ふ
れ
あ
い
・
観
察
・
冒
険
・
遊
び

プログラム 内　　　容

食
育
・
食
農
活
動

夜
の
活
動

別記４
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リスク分担表                                   別記５ 

種類 内容 

負担者 

市 

（教育委員会） 
指定管理者 

維持管理 施設・設備  ○ 

 施設内機械設備  ○ 

 施設内備品  ○ 

使用料の徴収   ○ 

許可権限のある施設

の使用許可等 
使用の許可、使用の取消し、使用の停止  ○ 

安全衛生管理   ○ 

災害復旧  ○  

施設にかかる各種保

険加入 
 ○ ○ 

物価変動 人件費、物品費等物価変動に伴う経費の増  ○ 

金利変動 金利の変動に伴う経費の増  ○ 

周辺地域住民、施設

利用者への対応 

地域との協調  ○ 

施設管理、運営内容に対する住民及び施設利用者

からの反対、訴訟、要望への対応 
 ○ 

上記以外 ○  

法令の変更 施設管理、運営に影響を及ぼす法令変更 ○  

指定管理者に影響を及ぼす法令変更  ○ 

税制度の変更 施設管理、運営に影響を及ぼす税制変更 ○  

一般的な税制変更  ○ 

政治、行政的理由に

よる事業変更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務の継

続に支障が生じた場合、又は業務内容の変更を余

儀なくされた場合の経費及びその後の維持管理経

費における当該事情による増加経費負担 

○  

不可抗力 不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、火災、

争乱、暴動その他の市又は指定管理者のいずれの

責めにも帰することができない自然的又は人為的

な現象）に伴う、施設、設備の修復による経費の増

加及び事業履行不能 

○ 

 

書類の誤り 仕様書等、市及び教育委員会が責任を持つ書類の

誤りによるもの 
○  

事業計画書等指定管理者が提案した内容の誤りに

よるもの 
 ○ 

資金調達 経費の支払遅延（市から指定管理者）によって生

じた事由 
○  

経費の支払遅延（指定管理者から市）によって生  ○ 

別途協議 
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じた事由 

施設・設備の損傷 経年劣化によるもの（極めて小規模によるもの）  ○ 

経年劣化によるもの（上記以外） ○  

第三者の行為から生じたもので、相手方が特定で

きないもの（極めて小規模によるもの） 
 ○ 

第三者の行為から生じたもので、相手方が特定で

きないもの（上記以外） 
○  

資料等の損傷 管理者としての注意義務を怠ったことによるもの  ○ 

第三者の行為から生じたもので、相手方が特定で

きないもの（極めて小規模によるもの） 
 ○ 

 第三者の行為から生じたもので、相手方が特定で

きないもの（上記以外） 
○  

第三者への賠償 管理者としての注意義務を怠ったことにより損害

を与えた場合 
 ○ 

上記以外の理由により損害を与えた場合 ○  

セキュリティ 警備不備による情報漏えい、犯罪発生  ○ 

事業終了後の費用 指定管理業務の期間が終了した場合又は期間中途

における業務廃止の場合における事業者の撤収費

用 

 ○ 
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別記６  

個人情報取扱特記事項 

 

（基本的事項） 

第１条 指定管理者は、この協定による業務の実施に当っては、個人情報の保護に関する法律（平成 15

年法律第 57 号）及び以下の事項を遵守し、個人の権利利益を害することのないよう、個人情報の取

扱いを適正に行わなければならない。 

（秘密の保持） 

第２条 指定管理者は、この協定による業務に関して知り得た個人情報をみだりに他に漏らしてはなら

ない。この協定による業務が終了し、又はこの協定が解除された後においても、同様とする。 

（取得の制限） 

第３条 指定管理者は、この協定による業務を実施するために取得する個人情報については、当該業務

を達成するために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法により取得しなければならない。 

（目的外利用及び提供の禁止） 

第４条 指定管理者は、周南市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の指示又は承認があるとき

を除き、この協定による業務に関して知り得た個人情報を協定の目的以外のために利用し、又は第三

者に提供してはならない。 

（適正管理） 

第５条 指定管理者は、この協定による業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失、毀損の防止そ

の他の個人情報の適切な管理のため、アクセス制限の設定、個人情報が記録されている媒体の管理そ

の他の必要な措置を講じなければならない。 

２ 指定管理者は、前項の個人情報の管理に当たっては、管理責任者を定め、内部における責任体制を

確保しなければならない。 

３ 指定管理者は、この協定による業務の従事者に対して、その在職中であると職を退いた後であると

を問わず、業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはな

らないことその他個人情報の保護に関し必要な事項を周知させなければならない。 

（派遣労働者等の利用時の措置） 

第６条 指定管理者は、この協定による業務を派遣労働者、契約社員その他正社員以外の労働者に行わ

せる場合は、正社員以外の労働者に、この協定に基づく個人情報の取扱いに関する一切の義務を遵守

させるものとする。 

２ 指定管理者は、教育委員会に対して、正社員以外の労働者の全ての行為及びその結果について責任

を負うものとする。 

（複写・複製等の禁止） 

第７条 指定管理者は、教育委員会の指示又は承認がある場合を除き、この協定による業務を実施する

ために教育委員会から引き渡された個人情報が記録された資料等の複写、複製、又は持ち出しを行っ

てはならない。 

（再委託の禁止） 

第８条 指定管理者は、この協定による業務を実施するための個人情報の処理は自ら行うものとし、教

育委員会の承認があるときを除き、第三者にその取扱いを委託（指定管理者の子会社（会社法（平成

17 年法律第 86 号）第２条第１項第３号に規定する子会社をいう。）に委託する場合を含む。）又はこ

れに類する行為（以下「再委託」という。）をしてはならない。 

２ 指定管理者は、前項の承認を得て再委託をする場合には、再委託先に対し、教育委員会及び指定管
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理者と同様の安全管理措置を講じなければならないことを周知するとともに、この協定に基づく個人

情報の取扱いに関する一切の義務を遵守させるものとする。 

（再委託に係る連帯責任） 

第９条 指定管理者は、再委託先の行為について、再委託先と連帯してその責任を負うものとする。 

（再委託先に対する管理及び監督） 

第 10 条 指定管理者は、再委託をする場合には、再委託をする業務における個人情報の適正な取扱い

を確保するため、再委託先に対し適切な管理及び監督をするとともに、教育委員会から求められたと

きは、その管理及び監督状況を報告しなければならない。 

（開示の申出等の対応） 

第 11 条 指定管理者は、この協定による業務の実施に伴う個人情報について、開示、訂正、利用停止

の申出等があった場合は、必要な措置を講じるものとする。 

（返還、廃棄又は消去） 

第 12 条 指定管理者は、この協定による業務を実施するために教育委員会から引き渡され、又は指定

管理者自らが取得し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等について、業務完了後、直ちに

教育委員会の指示に基づいて返還、廃棄、又は消去しなければならない。 

２ 指定管理者は、前項の資料等を廃棄する場合、記録媒体を物理的に破壊する等個人情報が判読、復

元できないように確実な方法で廃棄しなければならない。 

（遵守状況に関する報告） 

第13条 指定管理者は、教育委員会からこの特記事項の遵守状況について報告を求められた場合には、

直ちにその状況を教育委員会に報告しなければならない。 

（監査等） 

第 14 条 教育委員会は、この協定による業務の実施に伴う個人情報の取扱いについて、この特記事項

の規定に基づき必要な措置が講じられているかどうか検証及び確認するため、指定管理者及び再委託

先に対して、監査、実地検査又は調査（以下「監査等」という。）を行うことができる。指定管理者

及び再委託先は、合理的事由のある場合を除き、教育委員会又は教育委員会の指定した者の行う監査

等に協力しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の目的を達成するため、指定管理者及び再委託先に対して必要な情報を求め、

又はこの協定による業務の実施に関して必要な指示をすることができる。 

（事故発生時における報告等） 

第 15 条 指定管理者は、この協定による業務に関し個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の個人情報

の安全の確保に係る事態が発生し、又は発生するおそれのあること（再委託先により発生し、又は発

生するおそれがある場合を含む。）を知ったときは、速やかに教育委員会に報告し、教育委員会の指

示のもとセキュリティ上の補完、情報の修復等の措置をとるとともに再発防止の措置を講じなければ

ならない。 

２ 教育委員会は、前項の事態が発生した場合には、個人情報の取扱いの態様、損害の発生状況等を勘

案し、指定管理者及び再委託先の名称等の必要な事項を公表することができる。 

（協定の解除及び損害の賠償） 

第 16 条 教育委員会は、指定管理者がこの特記事項に定める義務を履行しない場合又は法令に違反し

た場合には、この協定を解除することができる。 

２ 指定管理者は、この特記事項に定める義務に違反し、又は怠ったことにより教育委員会又は第三者

が損害を被った場合には、その損害を賠償しなければならない。 
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